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Ｒ（x）：rank of imposition 特定の文化においてどのくらい相手に負担をかけると見な
されているかの度合い
Ｗ（x）：Weight of FTA FTAの度合い
Ｗ（x）＝Ｐ（H, S）＋Ｄ（S, H）＋Ｒ（X）









































































































４ ２ １ 聞き手の行為に関して、述べるもの（直接的評価）










































2 ＋ ＋ ＋（ ） 非恩恵表示 ⑥直接的間接的
⑥直接的
間接的
3 ＋ ＋ ＋（＋/－） 話し手の関与 ⑦受け手
4 ＋ － ＋（＋－）
対事
事態認知 ⑧対抗的意思
5 － ＋ （＋－） 事態認知 ⑨逆境
















































































話し手の状況 表現機能 ＳとＨの関係 Ｐストラテジー 形式
① 恩恵の受け取り ＋評価（当然） Ｓ（下）＜Ｈ（上） 用いないと FTAになる
「～テクレル」
「～テモラウ」
② 行為の影響を受ける ＋＋（持ち上げ） Ｓ（下）＜Ｈ（上） Ｈの PP
「～テクレル」
「～テモラウ」
③ 恩恵の与え 当然 Ｓ（上）＞Ｈ（下）絶対的 Ｓの PP 「～テヤル」
④ 行為者 上位にあることを表示
Ｓ（上）＞Ｈ（下）
力関係 Ｓの PP 「～テヤル」

























































































































































































































































Brown.P & Levinson.S（1987）Politeness: Some universals in languge usage, Cambridge University Press.
Obana Yasuko（2000）Understanding Japanese, Kuroshio Publishers.


















７）P や D の指す内容が明確ではないことは多くの研究者に指摘されている。
８）宮崎・上野（1985）が文学作品の鑑賞においての心情理解を論じていることも、「見え先行方略」を意識的
なものとしていることに関係があると思われる。
９）ここでの分析は山本（2002a）（2002b）（投稿中）がもとになっている。
10）「～テモラウ」と「～テクレル」の使い分けについては堀口（1987）山田（2001b）等参照。
11）直接構造（山田2000参照）では「～テクレル」や「～テモラウ」を用いないと不適格となる。
12）田中（2001）参照。
13）仁田（1989）山田（2001a）参照。
